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ごはんつぶをのこさない　
中央市立田富北小学校二年　
　小林　可乃　
わたしはごはんを、食べおわるときに、おちゃわんについたごはんつぶをきれいに食べられません。いつもおかあさんに、
「きれいに食べてね。」
と、ちゅういされます。けれど、とろうとしてもおちゃわんにくっついたごはんつぶが、じょうずになかなかとれません。それに、あさごはんは、じかんがなくて、少しくらいいいやと思っていました。
きょ年の夏学校からもらったたねもみから、お米づくりにちょうせんしました。小さなようきに水とたねもみをいれてめだしさせて、バケツに土をいれてたねもみをまきました。お水をあげて少しずつ大きくなっていきました。けれど、八月になって元気がなくなってしまいました。お水がなくならないようにしても、元気はもどりませんでした。わたしは、お米をつくるのはとてもむずかしいなと思いました。
わたしの家では、ひいおばあちゃんがつくったお米を食べています。ひいおばあちゃんがつくってくれたお米は、もちもちしてて、すごくおいしいです。としをとっているのに、がんばってくれています。お水を見に田んぼにいったり、ざっそうをぬいたりしてそだててくれてます。だから、ひいおばあちゃんがつくってくれたお米は、やさしいきもちがはいっていておいしいんだなと思いました。
わたしは、じょうずに、お米をつくるのがむずかしいとしって、お米をたいせつにしようときめました。ひいおばあちゃんがつくってくれたお米をのこしたらひいおばあちゃんがかなしむと思いました。だから、わたしは、これからごはんつぶをのこさずきれいに、食べたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

